
対象工事 補助率・上限
世帯要件 通常 県産木材多用 空き家活用

一般型

以下のいずれか
①減災・部分補強（壁補強や防災ベッドなど）
②寒さ対策・断熱化（ヒートショック対策）など
③バリアフリー化（段差解消や手すり設置）など
④県産木材使用（構造材、内装などに使用）
⑤克雪化（雪止めや融雪設備設置など）

ー 10％・12万円 10％・30万円
20％・50万円
（※売買未診断の場合）
20％・32 万円

三世代・近居
新婚・多子 20％・30万円 20％・40万円

30％・60万円
（※売買未診断の場合）
30％・50万円

移住型 一般型の①～⑤

移住 20％・30万円 20％・40万円
30％・60万円

（※売買未診断の場合）
30％・50万円

移住  ＋  新婚
移住  ＋  多子 30％・40万円 30％・50万円

40％・70万円

（※売買未診断の場合）
40％・60万円

令和２年度  住宅関連の施策

　住宅の居住環境の質の向上と、経済の活性化を図る
ことを目的とした次の事業を実施します。
❶住宅リフォーム総合支援事業
　三世代世帯、新婚、多子世帯、県外からの移住世帯、
近居世帯など、「人口減少対策」に該当する世帯や、県
産木材の利用・空き家の活用など、一定の要件を満た
した世帯については一般分と比べ、補助率・補助限度
額が引き上げとなります。
●三世代世帯　
　３以上の世代が同居している世帯で、平成14年４
　月２日以降に出生した方と同居する世帯
●新婚世帯　
　婚姻した日から１年以内の世帯
●多子世帯
　平成14年４月２日以降に出生した方が３人以上同
　居し、当該同居者とその父母または祖父母で構成さ
　れる世帯

●県外からの移住世帯　
　平成31年４月１日以降に県外から町内に転入した
　世帯員を含む世帯
●近居世帯
　平成31年４月１日以降に親世帯と子世帯の居所の
　直線距離が２km以下、または親世帯と子世帯の居
　所が同一小学校の通学区域内に住み替えた世帯。
※詳しくは下表参照。
❷木造住宅耐震診断士派遣事業
　昭和56年５月31日以前に着工した木造住宅の耐震
診断を実施します。

▽ 募集件数　先着３件　　　 ▽ 診断料　10,000円
▽ 作成料　15,000円

❸木造住宅耐震改修事業
　❷で耐震診断を受けた住宅の所有者が耐震改修工事
を行う場合、工事費の２分の１の金額（上限80万円）
を補助します。

▽ 募集件数　先着２件

□住宅耐震化促進事業

【対象となる工事】
　◆県内業者によるリフォーム等工事であること
　◆請負金額が50万円以上（税込み）の工事である
　　こと　ほか
【申請者（施主）の要件】
　◆白鷹町内に住所を有する者であること（補助金交
　　付申請時には本町に住所を有しないが、令和２年

　　度末までに本町に転入し、居住する者を含む）
　◆町税などの滞納がないこと　ほか
【その他制度との併用】
　◆白鷹町商工会が実施する「町産材等木造建築推進
　　事業」と併用ができます
　（※介護保険制度などとの併用は不可）
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町産材等
木造建築推進事業
　町内の森林資源の循環を促すため、
町産材等木造建築推進事業に取り組
みます。
　この事業は白鷹町商工会が事業主
体となって行うもので、町内におけ
る木工事の受注促進と町産材利用拡
大を図るとともに、地元関連業界の
振興と経営基盤の強化、消費需要の
拡大を目的として実施するものです。
【問い合わせ】
白鷹町商工会　☎85-0055
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　人口の減少が進行する中、定住の意思を持つ若者世
代の経済的な負担を軽減し、住宅の取得を促進するこ
とで定住人口の拡大を図ることを目的とした「すまい
る住まい！若者定住サポート事業」を実施します。

□すまいる住まい！
　若者定住サポート事業

　鮎貝四季の郷地内への定住を図り、地域の活性化を
促進するため「すまいる！四季の郷定住促進プロジェ
クト事業」を実施します。

□「すまいる！四季の郷」
　定住促進プロジェクト事業

申請前に着工（事前着工）した場合は補助金の交付を
受けられなくなりますので、事前にご相談ください。
【問い合わせ】建設水道課管理係　☎85-6140
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